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図 1　紀元前 1000 年〜西暦 1100 年の古地磁気永年変化曲線
　　　点：古地磁気方位の平均値、大小の円：信頼限界（α 95）、
実線：本研究による古地磁気永年変化曲線、数字：西暦
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１－２－３ 広報・交流機能 2 
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　2008 年に撮影された空中写真（山梨県が保有する 2008 年に撮影された写真）をもとに、富士山全周の標
高約 2400m の森林限界を対象とした。群落高 6m 以上の林分について、主要樹種であるカラマツとダケカン





















運用）から把握することを試みた（図 2）。2015 年から 2019 年夏季までの衛星画像を収集し、植生指数（NDVI）
を算出した。NDVI は植物の活性度や量と相関があり、1 に近いほど葉面積や現存量が大きいことを示す。
図 2 の濃い点は植生が観測できた場合を、薄い点は雲等により植生が観測できなかった場合を示す。





















　平成 30 年度〜平成 31 年度
研究目的













通費の 4 項目（表 1）とし、表 1 に基づいて仮想的な観光コース（プロファイル）を作成した。選択型実験
では複数の仮想的な観光コースの中から最も好ましいもの 1 つを選択させた。本実験では回答者 1 人につき







提供の有無による比較を行った。偏回帰係数および MWTP の信頼区間は 90％とした。表 2 は推定に使用す
る説明変数の一覧である。交通費以外は該当すれば 1、しなければ 0 とするダミー変数を設定し、交通費は
連続変数として扱った。情報提供は各変数と情報提供有無の交差項として扱い、情報提供があれば各変数の







を対象に実施した。調査期間は 2019 年 12 月 13 日から 17 日の 5 日間であり、茨城県、栃木県、群馬県、埼
玉県、千葉県、東京都、神奈川県の 20 〜 69 歳の男女を対象に配信し、1,049 人から回答を得た。うち有効回
答は 913 人（有効回答率 87％）であった。情報提供は 468 人に行い、445 人には行わなかった。
（3）結果
　表 3 は AIC 最小モデルの結果を示したものである（AIC ＝ 5102）。交通費、旅行目的、訪問場所、移動手
段の各変数は 10％水準で有意となった。偏回帰係数の大きさを見ると、訪問場所として 5 市町村は負となっ
たことから、2 市町と比べて選択されにくいといえる。移動手段はツアーバス、路線バス共に負となったこ
とから、自動車と比べて選択されにくいといえる。
　MWTP の平均の大きさを見ると、目的では世界遺産と自然名所の「両方」が 10,177 円、世界遺産が 9,066
円、自然名所が 8,758 円となった。しかし、90％信頼区間の上限と下限を見ると、必ずしも「両方」が「世
界遺産」や「自然名所」よりも価値が高いとは言えない結果となった。場所の MWTP は負であるが、これ














を対象に実施した。調査期間は 2019年 12月 13日から 17日の 5日間であり、茨城県、栃木県、群馬県、埼3 
玉県、千葉県、東京都、神奈川県の 20～69歳の男女を対象に配信し、1,049人から回答を得た。うち有効回4 
答は 913人（有効回答率 87%）であった。情報提供は 468人に行い 445人には行わなかった。 5 
 6 
（３）結果 7 
表 3は AIC最小モデルの結果を示したものである（AIC=5102）。交通費、旅行目的、訪問場所、移動手段の8 
各変数は 10%水準で有意となった。偏回帰係数の大きさを見ると、訪問場所として 5市町村は負となったこ9 
とから、2市町と比べて選択されにくいといえる。移動手段はツアーバス、路線バス共に負となったことか10 
ら、自動車と比べて選択されにく いえる。 11 
MWTPの平均の大きさを見ると、目的では世界遺産と自然名所の「両方」が 10,177円、世界遺産が 9,06612 
円、自然名所が 8,758円となった。しかし、90%信頼区間の上限と下限を見ると、必ずしも「両方」が「世界13 
遺産」や「自然名所」よりも価値が高いとは言えない結果となった。場所の MWTPは負であるが、これは 2市14 













選択肢1 選択肢2 選択肢3 選択肢1 選択肢2 選択肢3
コース1 コース2 コース1 コース2
主な旅行目的 世界遺産・自然名所 自然名所メイン 主な旅行目的 世界遺産メイン 世界遺産・自然名所
主な訪問地域 河口湖・富士吉田 河口湖・富士吉田 主な訪問地域 北麓全般 河口湖・富士吉田
域内での移動手段 自動車 ツアーバス 域内での移動手段 自動車 路線バス
域内1人あたり交通費 3,000円 2,000円 域内1人あたり交通費 2,000円 2,000円
質問2 質問2
選択肢1 選択肢2 選択肢3 選択肢1 選択肢2 選択肢3
コース1 コース2 コース1 コース2
主な旅行目的 世界遺産メイン 自然名所メイン 主な旅行目的 自然名所メイン 世界遺産メイン
主な訪問地域 河口湖・富士吉田 北麓全般 主な訪問地域 北麓全般 北麓全般
域内での移動手段 ツアーバス 自動車 域内での移動手段 路線バス 路線バス
域内1人あたり交通費 2,000円 1,000円 域内1人あたり交通費 4,000円 1,000円
質問3 質問3
選択肢1 選択肢2 選択肢3 選択肢1 選択肢2 選択肢3
コース1 コース2 コース1 コース2
主な旅行目的 自然名所メイン 世界遺産・自然名所 主な旅行目的 世界遺産・自然名所 世界遺産メイン
主な訪問地域 河口湖・富士吉田 北麓全般 主な訪問地域 北麓全般 河口湖・富士吉田
域内での移動手段 路線バス ツアーバス 域内での移動手段 ツアーバス 自動車







































平均 下限 上限 平均 下限 上限
交通費 -0.27 *** -0.31 -0.22
目的_世界遺産 2.43 *** 2.18 2.67 9,066 7,925 10,207
目的_自然名所 2.35 *** 2.06 2.63 8,758 7,571 9,945
目的_両方 2.73 *** 2.43 3.02 10,177 8,902 11,452
場所_5市町村 -0.36 *** -0.51 -0.22 -1,360 -1,862 -859
移動_ツアーバス -0.12 ** -0.21 -0.03 -435 -765 -106
移動_路線バス -1.04 *** -1.23 -0.86 -3,900 -4,537 -3,263
情報あり_目的_世界遺産 0.45 *** 0.21 0.69 1,674 732 2,616
情報あり_目的_自然名所 0.49 *** 0.22 0.75 1,811 791 2,832
情報あり_目的_両方 0.37 ** 0.10 0.64 1,396 367 2,426
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（３）結果 7 
表 3は AIC最小モデルの結果を示したものである（AIC=5102）。交通費、旅行目的、訪問場所、移動手段の8 
各変数は 10%水準で有意となった。偏回帰係数の大きさを見ると、訪問場所として 5市町村は負となったこ9 
とから、2市町と比べて選択されにくいといえる。移動手段はツアーバス、路線バス共に負となったことか10 
ら、自動車と比べて選択されにくいといえる。 11 
MWTPの平均の大きさを見ると、目的では世界遺産と自然名所の「両方」が 10,177円、世界遺産が 9,06612 
円、自然名所が 8,758円となった。しかし、90%信頼区間の上限と下限を見ると、必ずしも「両方」が「世界13 
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と考えられた 5 するためには、実際22 





選択肢1 選択肢2 選択肢3 選択肢1 2
コース1 コース2 コース1 2
主な旅行目的 世界遺産・自然名所 自然名所メイン 主な旅行目的 世界遺産メイ 世界遺
主な訪問地域 河口湖・富士吉田 河口湖・富士吉田 主な訪問地域 北麓全般 河
域内での移動手段 自動車 ツアーバス 域内での移動手段 自動車
域内1人あたり交通費 3,000円 2,000円 域内1人あたり交通費 2,000円 2,000
質問2 質問2
選択肢1 選択肢2 選択肢3 選択肢1 選択肢2 選択肢3
コース1 コース2 コース1 コース2
主な旅行目的 世界遺産メイン 自然名所メイン 主な旅行目的 自然名所メイン 世界遺産メイン
主な訪問地域 河口湖・富士吉田 北麓全般 主な訪問地域 北麓全般 北麓全般
域内での移動手段 ツアーバス 自動車 域内での移動手段 路線バス 路線バス
域内1人あたり交通費 2,000円 1,000円 域内1人あたり交通費 4,000円 1,000円
質問3 質問3
選択肢1 選択肢2 選択肢3 選択肢1 選択肢2 選択肢3
コース1 コース2 コース1 コース2
主な旅行目的 自然名所メイン 世界遺産・自然名所 主な旅行目的 世界遺産・自然名所 世界遺産メイン
主な訪問地域 河口湖・富士吉田 北麓全般 主な訪問地域 北麓全般 河口湖・富士吉田
域内での移動手段 路線バス ツアーバス 域内での移動手段 ツアーバス 自動車





































平均 下限 上限 平均 下限 上限
-0.27 *** -0.31 -0.22
目的_世界遺産 2.43 *** 2.18 2.67 9,066 7,925 10,207
目的_自然名所 2.35 *** 2.06 2.63 8,758 7,571 9,945
目的_両方 2.73 *** 2.43 3.02 10,177 8,902 11,452
場所_5市町村 -0.36 *** -0.51 -0.22 -1,360 -1,862 -859
移動_ツアーバス -0.12 ** -0.21 -0.03 -435 -765 -106
移動_路線バス -1.04 *** -1.23 -0.86 -3,900 -4,537 -3,263
情報あり_目的_世界遺産 0.45 *** 0.21 0.69 1,674 732 2,616
情報あり_目的_自然名所 0.49 *** 0.22 0.75 1,811 791 2,832
情報あり_目的_両方 0.37 ** 0.10 0.64 1,396 367 2,426
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答は 913人（有効回答率 87%）であった。情報提供は 468人に行い、445人には行わなかった。 5 
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（３）結果 7 
表 3は AIC最小モデルの結果を示したものである（AIC=5102）。交通費 旅行目的、訪問場所、移動手段の8 
各変数は 10%水準で有意となった。偏回帰係数の大きさを見ると、訪問場所として 5市町村は負となったこ9 
とから、2市町と比べて選択されにくいといえる。移動手段はツアーバス、路線バス共に負となったことか10 
ら、自動車と比べて選択されにくいといえる。 11 
MWTPの平均の大きさを見ると、目的では世界遺産と自然名所の「両方」が 10,177円、世界遺産が 9,06612 
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選択肢1 選択肢2 選択肢3 選択肢1 選択肢2 選択肢3
コース1 コース2 コース1 コース2
主な旅行目的 世界遺産・自然名所 自然名所メイン 主な旅行目的 世界遺産メイン 世界遺産・自然名所
主な訪問地域 河口湖・富士吉田 河口湖・富士吉田 主な訪問地域 北麓全般 河口湖・富士吉田
域内での移動手段 自動車 ツアーバス 域内での移動手段 自動車 路線バス
域内1人あたり交通費 3,000円 2,000円 域内1人あたり交通費 2,000円 2,000円
質問2 質問2
選択肢1 選択肢2 選択肢3 選択肢1 選択肢2 選択肢3
コース1 コース2 コース1 コース2
主な旅行目的 世界遺産メイン 自然名所メイン 主な旅行目的 自然名所メイン 世界遺産メイン
主な訪問地域 河口湖・富士吉田 北麓全般 主な訪問地域 北麓全般 北麓全般
域内での移動手段 ツアーバス 自動車 域内での移動手段 路線バス 路線バス
域内1人あたり交通費 2,000円 ,000円 域内1人あたり交通費 4,000円 1,000円
質問3 質問3
選択肢1 選択肢2 選択肢3 選択肢1 選択肢2 選択肢3
コース1 コース2 コース1 コース2
主な旅行目的 自然名所メイン 世界遺産・自然名所 主な旅行目的 世界遺産・自然名所 世界遺産メイン
主な訪問地域 河口湖・富士吉田 北麓全般 主な訪問地域 北麓全般 河口湖・富士吉田
域内での移動手段 路線バス ツアーバス 域内での移動手段 ツアーバス 自動車







































平均 下限 上限 平均 下限 上限
交通費 -0.27 *** -0.31 -0.22
目的_世界遺産 2.43 *** 2.18 2.67 9,066 7,925 10,207
目的_自然名所 2.35 *** 2.06 2.63 8,758 7,57 ,945
目的_両方 2.73 *** 2.43 3.02 10,17 8,90 ,452
場所_5市町村 -0.36 *** -0.51 -0.22 -1,360 -1,862 -859
移動_ツアーバス -0.12 ** -0.21 -0.03 -435 -765 -106
移動_路線バス -1.04 *** -1.23 -0.86 -3,900 -4,537 -3,263
情報あり_目的_世界遺産 0.45 *** 0.21 0.69 1,674 732 2,616
情報あり_目的_自然名所 0.49 *** 0.22 0.75 1,811 791 2,832
情報あり_目的_両方 0.37 ** 0.10 0.64 1,396 367 2,426







を対象に実施した。調査期間は 2019年 12月 13日から 17日 5日間であり、茨城県 栃木県、群馬県 埼3 
玉県、千葉県、東京都、神奈川県の 20～69歳の男女を対象に配信し、1,049人から回答を得た。うち有効回4 
答は 913人（有効回答率 87%）であった。情報提供は 468人に行い、445人には行わなかった。 5 
 6 
（３）結果 7 
表 3は AIC最小モデルの結果 示したものである（AIC=5102）。交通費、旅行目的、訪問場所、移動手段の8 
各変数は 10%水準で有意となった。偏回帰係数の大きさを見ると、訪問場所として 5市町村は負となったこ9 
とから、2市町と比べて選択されにくいといえる。移動手段はツアーバス、路線バス共に負となったことか10 
ら、自動車と比べて選択されにくいといえる。 11 
MWTPの平均の大きさを見ると、目的では世界遺産と自然名所の「両方」が 10,177円、世界遺産が 9,06612 
円、自然名所が 8,758円となった。しかし、90%信頼区間の上限と下限を見ると、必ずしも「両方」が「世界13 
遺産」や「自然名所」よりも価値が高いとは言えない結果となった。場所の MWTPは負であるが、これは 2市14 













選択肢1 選択肢2 選択肢3 選択肢1 選択肢2 選択肢3
コース1 コース2 コース1 コース2
主な旅行目的 世界遺産・自然名所 自然名所メイン 主な旅行目的 世界遺産メイン 世界遺産・自然名所
主な訪問地域 河口湖・富士吉田 河口湖・富士吉田 主な訪問地域 北麓全般 河口湖・富士吉田
域内での移動手段 自動車 ツアーバス 域内での移動手段 自動車 路線バス
域内1人あたり交通費 3,000円 2,000円 域内1人あたり交通費 2,000円 2,000
質問2 質問2
選択肢1 選択肢2 選択肢3 選択肢1 選択肢2 選択肢3
コース1 コース2 コース1 コース2
主な旅行目的 世界遺産メイン 自然名所メイン 主な旅行目的 自然名所メイン 世界遺産メイン
主な訪問地域 河口湖・富士吉田 北麓全般 主な訪問地域 北麓全般 北麓全般
域内での移動手段 ツアーバス 自動車 域内での移動手段 路線バス 路線バス
域内1人あたり交通費 2,000円 1,000円 域内1人あたり交通費 4,000円 1,000円
質問3 質問3
選択肢1 選択肢2 選択肢3 選択肢1 選択肢2 選択肢3
コース1 コース2 コース1 コース2
主な旅行目的 自然名所メイン 世界遺産・自然名所 主な旅行目的 世界遺産・自然名所 世界遺産メイン
主な訪問地域 河口湖・富士吉田 北麓全般 主な訪問地域 北麓全般 河口湖・富士吉田
域内での移動手段 路線バス ツアーバス 域内での移動手段 ツアーバス 自動車







































平均 下限 上限 平均 下限 上限
交通費 -0.27 *** -0.31 -0.22
目的_世界遺産 2.43 *** 2.18 2.67 9,066 7,925 10, 07
目的_自然名所 2.35 *** 2.06 .63 8,758 7,571 9,945
目的_両方 2.73 *** 2.43 3.02 10,177 8,902 11,452
場所_5市町村 -0.36 *** -0.51 -0.22 -1,360 -1,862 -859
移動_ツアーバス -0.12 ** -0.21 -0.03 -435 -765 -106
移動_路線バス -1.04 *** -1.23 -0.86 -3,900 -4,537 -3,263
情報あり_目的_世界遺産 0.45 *** 0.21 0.69 1,674 732 2,616
情報あり_目的_自然名所 0.49 *** 0.22 0.75 1,811 791 2,832
情報あり_目的_両方 0.37 ** 0.10 .64 1,396 367 2,426









































































2018 10 9 東京大学 G876 296090 
2018 10 9 北海道大学 CG5 296080 
2018 10 9 北海道大学 G791 296040 
2019 8 4 東京大学 G581 296170 































ラ * 層（S−0 〜 S−25：上杉編、2003）が報告されているが、これらのテフラ層のうち、火口位置と噴火規模
























か、2005）を基準に層序を組み立てた。地点 0916−1 では、0m の上位に 10 層のテフラ層が堆積しており、
各層の間には土壌層が挟在する。地点 1110 では、基底の土石流堆積物の上位に 0m が見られ、その上位に 5
層のテフラ層が堆積している。2 地点で確認できたテフラ層は、それぞれ層厚が 3cm 〜 70cm であり、長径




て大粒のスコリア 3 粒子（径 1.5cm 〜 4cm 程度）を選ん
で薄片を作成し、デジタルマイクロスコープ（高解像度




られることが明らかになった（図 2）。以下、L ＃（L は Layer の頭文字）は著者がサンプリング時に便宜的
に付けた番号であり、L5 であれば下から 5 番目の層であることを表す。長径 50µm 以上のすべての気泡のう
ち、比較的大きな気泡（長径≧ 300µm）が占める面積比は、L5 と L12 は 62％前後であり、L18、L20、L22
および L24 は 75 〜 82％である。気泡の最大径は、L12、L18 および L24 は約 2500µm であり、L5、L20 およ
び L22 は約 2000µm である。気泡の丸さを表す円形度（0 〜 1 の範囲で表され、真円なら 1）の最頻値は、




























































　14C 年代測定の結果、C16 脂肪酸、Chla の年代は、
それぞれ 740 ± 50、980 ± 60yrBP（年前）であ
り、表層水中の溶存無機炭素（水中の二酸化炭素等）
（〜 480yrBP；太田ほか、未公表データ）に比べ約 300 〜 500 年古い年代を示すことが明らかとなった。C16
脂肪酸は、多くの生物に含まれる化合物であることから植物プランクトン以外の生物からの寄与も考えられ
る。また山中湖では夏季に成層することから、大気の影響により表層水中の 14C 濃度が上昇していた可能性
もある。一方、Chla が C16 脂肪酸に比べ古い年代を示した要因として、1960 年代以降の大気中 14C 濃度の減
少と Chla の易分解性を考えると、14C を多く含む化合物（すなわち核実験により 14C を高濃度に含む 1960 年
代以降に作られた化合物）が相対的に多く分解されていた可能性が考えられる。また、C24 脂肪酸の 14C 年代

























　健康で循環器疾患のない大学生 20 名（男 14 名、女 6 名）を対象とした。対象者の平均年齢は 22 才、平均
身長は 170cm、および平均体重は 63kg であった。
（2）実験条件
　3 時間の座位安静を、1）弾性ストッキング着用、および　2）非着用の 2 条件で行い、それらの順序はラ
ンダムとした。実験中、上半身は PC 作業、読書など自由としたが、下半身は安静を保つように指示した。
使用した弾性ストッキングは、足首から膝下へ徐々に減圧されていく構造であり、着圧は足首位置で





た値とした。心拍出量（CO）は、SV に HR を掛けた値
とした。さらに近赤外線分光法により下腿の脱酸素化ヘ
モグロビン量（HHb）、および総酸素化ヘモグロビン量







































  10分 60分 120分 180分 
HR, bpm 非着用 70 ± 6 78 ± 8 80 ± 9 79 ± 8 
 着用 70 ± 7 73 ± 8* 75 ± 7* 74 ± 6* 
SV, min 非着用 91 ± 9 82 ± 8 78 ± 8 78 ± 8 
 着用 90 ± 9 86 ± 8 84 ± 7 84 ± 8* 
CO, L/min 非着用 6.4 ± 0.6 6.3 ± 0.5 6.2 ± 0.6 6.1 ± 0.5 
 着用 6.3 ± 0.7 6.3 ± 0.7 6.2 ± 0.6 6.2 ± 0.7 
MAP, mmHg 非着用 76 ± 7 79 ± 9 79 ± 9 79 ± 9 





























　高座山は忍野村の北側に位置し、草地の面積は約 22ha、忍草区から約 800m の距離にある。忍草区の住民











5966 人・世帯数 2195 世帯と草地を放棄した長池地区（359 人・164 世帯）に比べて大きかった（2015 年）。



















年）。また、忍草区では入会権者が 755世帯と長池地区（39世帯）に比べて大きい。 1 














































　調査は、100m × 100m の調査区を設置し、そこに出現する胸高（1.3m）を超える木本植物すべての個体に
ついて、出現位置、樹種、胸高直径を測定することとした。本年度までに、80m × 100m について毎木調査
を終了した。
　調査の結果、出現した種類は、不明種を含め 34 種類であった。高木となる常緑針葉樹は、ヒノキ、ツガ、
ヒメコマツ、ハリモミ、ウラジロモミの 5 種が出現した。ヒノキは、個体数割合で 39.1％、胸高断面積で
42.4％であった。ツガは、個体数で 14.6％、胸高断面積で 37.3％であった。これら 2 種で胸高断面積の 79.7％





ナシ、コシアブラ、タカノツメの 8 種であった。これらのうちミズナラは胸高断面積の 3.4％、ミズメは胸高
断面積の 2.8％であった。残りの落葉広葉樹 6 種を合計しても胸高断面積は 1.4％しかなかった。常緑亜高木
と常緑低木はクロソヨゴ、ソヨゴ、アセビの 3 種が出現した。特にアセビの個体数は多く、全個体数の 17.1％
をであった。落葉亜高木と低木では、コハウチワカエデ、コミネカエデ、ヒトツバカエデ、イロハカエデの
カエデ類とマルバアオダモ、アオハダ、ヒロハツリバナ、リョウブ、ネジキ、ミヤマガマズミ、ウスギヨウ














　これまでに、100m × 100m のうち、80m × 100m の範囲内の森林構造および遷移についての知見が得られ
た。次年度は 100m × 100m の全ての調査を完了させ、森林構造と遷移を解明するとともに永久調査区とし
て整備し今後も定期的に調査を続けて行きたいと考えている。













　現在、2015 年に運用が開始されたヨーロッパの地球観測衛星センチネル 2（Sentinel-2）、2017 年 3 月以
降、地表物理量に対応するように加工・高付加価値化され、無償配布されているランドサット（Landsat）衛






























写真（2001 年撮影、地上解像度 1m）、LiDAR 計測による標高および樹冠高データ（2001 年取得、地上解像







日本域高解像度土地利用土地被覆図（2016 年 9 月リ


















































施した。調査は 2019 年 5 月、11 月の 2 期に実施し、シカの目撃数、性別、齢クラス（1 歳以上を成獣、0 歳
を幼獣とした）を記録した。
　富士・軽水・鳴沢林道において、2 期で 4 夜調査を実施し、合計 120 頭（平均 11.4 頭 /10㎞）のシカを目
撃した。滝沢林道におけるカウント調査では、2 期で 2 夜調査を実施し、合計 26 頭（平均 13.0 頭 /10㎞）を
確認した。幼獣の目撃比率は両林道とも低く、富士・軽水・鳴沢林道では平均 5.0％、滝沢林道では平均 3.8％
だった。同時期の富士・軽水・鳴沢林道における 2015、2016、2017、2018 年のシカ目撃平均頭数はそれぞ




士北麓の亜高山帯針葉樹林（2.5㎢、標高：1700 〜 2000m）と高山帯スコリア荒原（5.7㎢、標高：2200 〜
2800m）の 2 地域において糞分析を実施した。2018 年 4 月から 2019 年 3 月にかけて、両調査地において各



































12㎢の調査地域を設定し、2019 年 5 月から




　調査期間中に合計 4 頭のカモシカを識別し、個体群密度は 0.33 頭 / ㎢だった。個体群密度は 2017 年（0.58
頭 / ㎢）、2018 年（0.67 頭 / ㎢）に比べて減少した。2018 年までに識別していた成獣 4 頭のうち 3 頭が消失
し、そのうちの 1 頭では死亡を確認した。本調査地におけるカモシカの個体群密度（2017-2019 年の平均 0.53





























ササ葉 イネ科 単子葉 稈・鞘 双子葉 


















イネ科 単子葉 稈・鞘 双子葉 


























ササ葉 イネ科 単子葉 稈・鞘 双子葉 


















イネ科 単子葉 稈・鞘 双子葉 








　平成 30 年度〜平成 32 年度
研究目的

















　過去 3200 年間の富士山の火山噴出物 108 地点
（31 層準）及び先行研究（瀧ほか，2003）の古地
磁気方位データを用いて、古地磁気永年変化曲線
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　平成 30 年度に、下山者を対象に五合目で行ったアンケート調査では、556 人中 167 人が転倒しており、転
倒者率は 30％、延べ転倒回数 355 回、転倒した場所は下り中（82％）が、転倒した状況は足を滑らせたス














についてアンケート調査を行った。調査実施日は、令和元年 8 月 3 日














74％）。転倒した者は 529 人中 196 人（37％）であっ
た。複数回の転倒をした者もいたため延べ転倒回数は















Information Criterion）を用いたモデル選択を行った。その結果、全 19 項目を含んだモデル（AIC：614.02）
に対し、適切となる AIC が最小のモデル（AIC：594.09）では性別、登山経験、登山靴、靴底の状態、疲労
感の 5 つの説明変数が抽出された（表 2）。























































































三国山パノラマ台 山中湖村平野地内 35度24分 138度54分 1089 あり 1
旭日丘湖畔緑地公園 山中湖村平野地内 35度24分 138度53分 988 あり 2
長池親水公園 山中湖村平野3223地先 35度25分 138度52分 986 あり 3
山中湖南岸の駐車場
発着所付近
山中湖村山中151-7地先 35度25分 138度51分 986
花の都公園 山中湖村山中 花の都公園内 35度26分 138度51分 967 あり 4
忍野八海・出口池南側 忍野村忍草1096-3地先 35度27分 138度50分 930
忍野八海・出口池北側 忍野村忍草1096-3地先 35度27分 138度50分 930
忍野八海・菖蒲池南側 忍野村忍草407地先 35度27分 138度50分 929
忍野八海・菖蒲池北側 忍野村忍草438 民宿レイク忍野前 35度27分 138度50分 928 あり 5
忍野八海・菖蒲池公園 忍野村忍草 菖蒲池公園内 35度27分 138度50分 929 あり 6
忍野八海・お釜池東側 忍野村忍草107地先 35度27分 138度49分 930
忍野八海・お釜池南側 忍野村忍草114地先 35度27分 138度49分 930
忍野八海・銚子池 忍野村忍草 民宿榛の木林前付近 35度27分 138度49分 930
忍野八海・湧池 忍野村忍草347地先 35度27分 138度49分 928
忍野八海・濁池 忍野村忍草360地先 35度27分 138度49分 928 あり 7
忍野八海・鏡池 忍野村忍草352地先 35度27分 138度49分 928 あり 8
富士山レーダードーム館 富士吉田市新屋地内 35度27分 138度48分 924 あり 9
三ッ峠 西桂町下暮地 開運山山頂付近 35度32分 138度48分 1783 あり 10
旧外川家住宅国道西側歩道 富士吉田市上吉田4丁目2-11地先 35度28分 138度47分 818 あり 11













富士吉田市上吉田地内 35度28分 138度47分 885
天下茶屋前 富士河口湖町河口2739 天下茶屋前35度33分 138度47分 1288 あり 12









八木崎公園 富士河口湖町小立 八木崎公園内 35度30分 138度45分 840 あり 14
富士山吉田口六合目 富士吉田市上吉田地内 35度23分 138度44分 2408 山腹
新道峠 富士河口湖町大石地内 35度32分 138度44分 1620 あり 15
















富士スバルライン五合目 鳴沢村地内 35度23分 138度43分 2295 山腹
富士山御庭 鳴沢村地内 35度23分 138度42分 2359 山腹
富士山大沢駐車場 鳴沢村地内 35度22分 138度41分 2025 山腹
三湖台 富士河口湖町西湖地内 35度29分 138度40分 1197 あり 17
根場浜 富士河口湖町西湖2502地先 35度30分 138度39分 909 あり 18
他手合浜 富士河口湖町精進364地先 35度29分 138度36分 913 あり 19
竜ヶ岳東側登山道第一ピーク 富士河口湖町本栖地内 35度26分 138度36分 1133
竜ヶ岳石仏付近 富士河口湖町本栖地内 35度26分 138度35分 1231 あり 20
中ノ倉峠 身延町中ノ倉地内 35度28分 138度34分 1086 あり 21











　平成 31 年度〜平成 33 年度
研究目的












実施した。弾道放出岩塊の分布は 1m 四方に存在する長径 6.4cm 以上の粒子の個数、各粒子の長径を計測し
た。また、長径 50cm 以上の弾道放出岩塊の分布を明らかにするために、ドローンによる空撮を実施し、合
成オルソ画像を作成した上で、GIS 上で岩塊を手作業でポリゴン化した。その後、GIS で長径を計測、40m





また、計測された長径 20cm 岩塊の最大水平飛距離は 550m、40cm 径は 460m、60cm 径は 430m、120cm 径























近い値を持つビトリファイド砥石（2421㎏ / ㎥）を用い、直径 90mm、質量 2.66kg の飛翔体を使用した。本
実験では、飛翔体の質量を 2.66kg に固定し、速度を変化させることで運動エネルギーを変化させた。このと
き、飛翔体の持つ運動エネルギーを衝突エネルギーとし、このエネルギー量に着目して実験を行った。
　二重構造の実験では、ガルバニウム鋼板を挟まなかったときに比べ、1 枚挟んだ場合に貫通限界が 2800 J
（2.66kg，45.9m/s）から 3200 J（同，49.1m/s）に向上した。またガルバニウム鋼板を 2 枚挟んだ場合は 4100 











Mastin, L. G., A simple calculator of ballistic 
trajectories for blocks ejected during volcanic 















　平成 31 年度〜平成 34 年度
研究目的
　半自然草原（以下、草原）はかつて、日本各地に分布する主要な生態系の一つであった。しかし、過去 100
























部は 1998 〜 2005 年に草刈）。草原面積は 1960 年代には







が残っている場所に、25m 四方のプロット二つを 1 セット（ブロック）として 4 ヶ所に設置した（合計 8 プ
ロット、図 1）。プロットを半分に分割してサブプロットとし（10 × 25m ＝ 250m2）、サブプロット内に 1m
四方の方形区を 12 個（合計 192 個［12 × 16 サブプロット］）設置した。
　植物の調査は方形区単位で 6 月上旬と 8 月下旬〜 9 月上旬の 2 回行った。6 月上旬には開花植物のみを記
録し、8 月下旬から 9 月上旬に方形区内の全植物種を記録した。また、植物の調査時には、方形区の中心と




















































　山中湖の堆積物コア中の鉛（Pb）-210 の放射能強度は、深度 0cm から深度 35cm にかけて減少傾向を示





1875-1928 年（深度 33-38cm）の 0.13cm/ 年に比べ 2015-2018 年（深度 0-5cm）では 1.35cm/ 年と、過去約
150 年間で 10 倍以上に増加していた（図 2 右）。一方、セシウム（Cs）-137 の放射能強度は、深度 0-11cm




















ただし、SCEs は 1990 年代後半に急激に増加するという点で、クロロフィル a とは異なっていた。
　一方、動物プランクトン遺骸の観察の結果、山中湖では、ゾウミジンコの年間堆積量が最も多く、ミジン




























2 － 2－ 2　令和元年度第 1回課題評価の概要
評価対象研究課題












　令和元年 8 月 28 日（水）
　午前 11 時 00 分〜午後 2 時 30 分
研究課題に対する評価結果
　新規課題 4 課題に対する事前評価の総合評価点（5 段階評価）は、3.7 〜 4.1（平均 3.9）で、全ての研究課
46
題で「妥当」との評価結果であった。
　終了課題 1 課題に対する事後評価の総合評価点（5 段階評価）は、4.0 で、「妥当」との評価結果であった。
2 － 2－ 3　令和元年度第 2回課題評価の概要
評価対象研究課題













　令和元年 12 月 11 日（水）
　午前 11 時 00 分〜午後 3 時 00 分
研究課題に対する評価結果


























2019 年 7 月 26 日
　「重力空間変化から探る地下構造−重力異常と重力勾配テンソル解析から見た富士山−」
　本多　亮（火山防災科）












2019 年 11 月 20 日
　「山梨県による世界文化遺産富士山の眺望景観モニタリング」
　池口　仁（環境共生科）







2020 年 1 月 29 日
　「化合物レベル放射性炭素年代法による富士山の噴火履歴の高精度化」
　山本　真也（火山防災科）
2020 年 2 月 26 日




2 － 3－ 2　第 21 回富士山セミナー




















2 － 3－ 3　火山セミナー




2019 年 10 月 9 日
　「古地磁気永年変化を用いた富士山の噴火履歴の解明」
　馬場　章（火山防災科）
2019 年 11 月 14 日
　「草津本白根火山 2018 年噴火と、その現地調査に関する報告」
　吉本　充宏（火山防災科）
2019 年 12 月 11 日
　「草津白根火山の完新世噴火活動史：小規模噴火を含む噴火履歴の高分解能復元」
　亀谷　伸子（火山防災科）























































































































































































































































and lower legmuscleactivitybeforeandaftergait transitionunderbodyweight support.PeerJ.
https://doi.org/10.7717/peerj.8290
Abe,D.,Fukuoka,Y.,Horiuchi,M. (2019)On the simplecalculationofwalkingefficiencywithout
kinematic information for itsconvenientuse. JournalofPhysiologicalAnthropology.38.https://doi.
org/10.1186/s40101-019-0211-4























































吉本充宏（2019）防災の日特集「富士山噴火：富士山の噴火はいつ起こるのか」．俳句 2019 年 9 月号，84-
87，文学の森 .
〇石峯　康浩






















ル お よ び 逢 ノ 峰 火 砕 丘 の 岩 石 学 的 特 徴． 地 質 学 雑 誌，126，157-165．https://doi.org/10.5575/
geosoc.2019.0046


























































































exercise inpeoplewithspinalcord injury. Internationalcongressofphysiologicalanthropology2019
(Singapore,RepublicofSingapore)


















































































































































































































































































2019 年 5 月 17 日
　「富士山周辺の植物」東京学芸大学付属国際中等教育学校（山梨県富士山科学研究所）
2019 年 5 月 26 日
　「富士河口湖町一万人の清掃活動：アレチウリの駆除について」富士河口湖町一万人の清掃活動（河口湖）
2019 年 7 月 9 日
　「富士山の植物」白百合学園高等学校（山梨県富士山科学研究所）
2019 年 7 月 10 日
　「富士山周辺の自然・植物の種類と特徴」富士河口湖高等学校（富士河口湖高等学校）
2019 年 7 月 13 日
　「富士山の自然」富士吉田市まちづくり推進課主催婚活事業（山梨県富士山科学研究所周辺）
2019 年 7 月 18 日
　「富士山麓の植生及びアカマツ林について」山梨県四川省森林分野交流事業（山梨県富士山科学研究所）
2019 年 8 月 12 日
　「富士山五合目の植物の種類と生態」環境省富士箱根伊豆国立公園管理事務所主催山の日環境教育プログラ
ム（富士山五合目）
2019 年 8 月 23 日
　「富士山の植物・その特徴と生態」山梨大学 CST 養成プログラム研修（山梨県富士山科学研究所）
2019 年 9 月 3 日
　「富士山の植物の生態」東京大学理学部野外実習（山梨県富士山科学研究所・富士山周辺）
2019 年 9 月 4 日
　「富士山の植物の生態」東京大学理学部野外実習（山梨県富士山科学研究所・富士山周辺）
2019 年 9 月 5 日
　「富士山の植物の生態」東京大学理学部野外実習（山梨県富士山科学研究所・富士山周辺）
2019 年 9 月 6 日
　「富士山の植物の生態」東京大学理学部野外実習（山梨県富士山科学研究所・富士山周辺）
2019 年 9 月 9 日
　「富士山の植物の生態」京都大学理学部野外実習（山梨県富士山科学研究所・富士山周辺）
2019 年 9 月 10 日
　「富士山の植物の生態」京都大学理学部野外実習（山梨県富士山科学研究所・富士山周辺）
2019 年 9 月 12 日
　「富士山の植物の生態」京都大学理学部野外実習（山梨県富士山科学研究所・富士山周辺）
2019 年 9 月 13 日
　「富士山の植物の生態」京都大学理学部野外実習（山梨県富士山科学研究所・富士山周辺）
2019 年 9 月 14 日
　「富士山の植物の生態」京都大学理学部野外実習（山梨県富士山科学研究所・富士山周辺）




2019 年 9 月 28 日
　「山梨大学付属幼稚園の植物」山梨大学大学院総合研究部佐々木研究室（山梨大学附属幼稚園））
〇杉田　幹夫
2019 年 4 月 8 日
　「宇宙から見る富士山」立正大学地球科学部科環境システム学科（山梨県富士山科学研究所）
2019 年 10 月 18 日
　「富士山と環境：大きな枠から環境を把握する」健康科学大学学生（健康科学大学）
2020 年 2 月 19 日
　「衛星画像から見る森林の変化」粟井英朗環境財団（富士吉田市明見湖はす池体験工房）
〇安田　泰輔
2019 年 5 月 22 日
　「外来植物の影響と駆除活動」シチズン時計マニュファクチャリング（シチズン時計マニュファクチャリン
グ河口湖富士工場））
2019 年 6 月 10 日
　「外来生物の生態と外来生物が自然環境にもたらす影響について」森林環境部県有林課、林業事業者等（山
梨県森林総合研究所）
2019 年 8 月 23 日
　「UAV と機械学習を用いた植生観測」日本蟻類研究会第 62 回大会（富士吉田市立青少年センター赤い屋
根）
2019 年 11 月 15 日
　「富士山と環境：富士山の植物・植生」健康科学大学学生（健康科学大学）
2020 年 1 月 20 日
　「富士山学：富士山の生態系 1 −富士山の植物・植生」山梨大学学生（山梨大学）
〇北原　正彦
2019 年 6 月 10 日
　「本県希少チョウ類の分布、生態と森林管理、経営上の配慮事項」森林環境部県有林課主催 FSC 専門研修
会（山梨県森林総合研究所）
2019 年 6 月 23 日
　「甲武信ユネスコエコパークを特徴づける希少チョウ類の生態について」やまなし環境会議（山梨県立男女
共同参画推進センター）
2019 年 10 月 7 日
　「研究職って何？富士山科学研究所での研究から」スーパー・サイエンス・ハイスクール（SSH）（日川高
等学校）
2019 年 10 月 30 日
　「山梨学Ⅱ：甲府盆地の生き物と地球環境問題」山梨県立大学学生（山梨県立大学飯田キャンパス）








2019 年 6 月 27 日
　「富士山の自然を題材に考える SDGs と生物多様性」富士通アイ・ネットワークシステムズ（南アルプス
市）
2019 年 7 月 2 日
　「NatureandbiodiversityinJapan:aparticularfocusongrasslandplantsandbutterflies」Tartu 市民講
演会（Tartu,Estonia）
2019 年 7 月 5 日
　「DiversitiesandconservationofJapanesegrasslandplantsandbutterflies」DepartmentofZoology,
UniversityofTartu（Tartu,Estonia）
2020 年 1 月 17 日
　「生物多様性と人とのかかわり」松本市環境審議会（山梨県富士山科学研究所）
〇髙田　隼人




2019 年 5 月 13 日
　「富士山周辺の地下水に含まれるバナジウムと健康」早稲田学院高等学校（山梨県富士山科学研究所）
2019 年 7 月 12 日
　「富士山の水」ことぶき勧学院南北都留教室（山梨県富士山科学研究所）
2019 年 10 月 3 日
　「環境毒性学（1）」山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
2019 年 10 月 10 日
　「環境毒性学（2）」山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
2019 年 10 月 17 日
　「環境毒性学（3）」山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
2019 年 10 月 31 日
　「環境毒性学（4）」山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
2019 年 11 月 7 日
　「環境毒性学（5）」山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
2019 年 11 月 14 日
　「環境毒性学（6）」山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
2019 年 11 月 21 日
　「環境毒性学（7）」山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
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2019 年 11 月 28 日
　「環境毒性学（8）」山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
2019 年 12 月 12 日
　「環境毒性学（9）」山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
2019 年 12 月 13 日
　「健康と環境：薬と毒のちがい」富士吉田市立看護専門学校 3 年生（富士吉田市立看護専門学校）
2019 年 12 月 19 日
　「環境毒性学（10）」山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
2019 年 12 月 20 日
　「健康と環境：水道水中の化学物質と健康」富士吉田市立看護専門学校 3 年生（富士吉田市立看護専門学
校）
2020 年 1 月 9 日
　「環境毒性学（11）」山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
2020 年 1 月 15 日
　「山梨県の水道水と健康」粟井英朗環境財団（富士吉田市明見湖はす池体験工房）
2020 年 1 月 23 日
　「環境毒性学（12）」山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
2020 年 1 月 30 日
　「環境毒性学（13）」山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
〇堀内　雅弘
2019 年 11 月 1 日
　「環境と健康：寒冷環境と体温調節」富士吉田市立看護専門学校 3 年生（富士吉田市立看護専門学校）
2019 年 11 月 8 日
　「環境と健康：高所適応」富士吉田市立看護専門学校 3 年生（富士吉田市立看護専門学校）
〇池口　仁
2019 年 8 月 2 日
　「富士山体験研修『保全と継承』」山梨県新任職員研修（山梨県富士山科学研究所及び野外）
2019 年 9 月 13 日
　「富士山と環境：環境とはなにか−環境問題の歴史」健康科学大学学生（健康科学大学）
〇小笠原　輝
2019 年 4 月 18 日
　「なぜ今研究員をしているのか〜学生時代を振り返って〜」都立葛飾総合高等学校（山梨県富士山科学研究
所）
2019 年 11 月 29 日
　「富士山と環境：山梨県をきっかけに『地域の環境』を考える」健康科学大学学生（健康科学大学）




2019 年 5 月 24 日
　「富士登山での転倒発生について」富士吉田案内人組合（富士吉田市民会館）
2019 年 10 月 23 日
　「山梨学Ⅱ：山梨の気象と健康−盆地一帯の熱中症と対策」山梨県立大学学生（山梨県立大学飯田キャンパ
ス）
2019 年 11 月 15 日
　「環境と健康：温熱環境と体温」富士吉田市立看護専門学校 3 年生（富士吉田市立看護専門学校）
2019 年 11 月 22 日
　「環境と健康：山梨県の熱中症発生傾向と環境要因」富士吉田市立看護専門学校 3 年生（富士吉田市立看護
専門学校）
2019 年 11 月 29 日
　「環境と健康：地球温暖化の現状と問題点」富士吉田市立看護専門学校 3 年生（富士吉田市立看護専門学
校）
2019 年 12 月 2 日
　「気象環境が健康に与える影響」富士山自然学校（山中湖村旭ヶ丘公民館）
〇藤野　正也




2019 年 4 月 18 日
　「富士山の噴火と万が一に備えて」勝山小学校 PTA（勝山小学校）
2019 年 4 月 19 日
　「ハザードマップの改定に係わる検討事項について」河川砂防管理担当者（防災新館）
2019 年 5 月 15 日
　「富士山噴火の特徴と富士山ハザードマップ改定における検討事項について」山梨県コアグループ会議（山
梨県富士山科学研究所）
2019 年 5 月 23 日
　「富士山の火山噴火とその災害」山梨県警災害警備専科入校生（山梨県富士山科学研究所）
2019 年 6 月 8 日
　「富士山火山雁ノ穴火口見学会」NPO 法人富士山ふるさと研究会会員及び一般市民（雁の穴火口）
2019 年 6 月 11 日
　「北海道駒ヶ岳火山の噴火と災害」JICA 中南米火山担当者研修（北海道森町）
2019 年 6 月 11 日
　「火山噴火とその災害北海道駒ヶ岳の将来の噴火に備えて」北海道駒ヶ岳火山防災協議会・駒ヶ岳火山防災
講演会（北海道鹿部町）




2019 年 6 月 26 日
　「富士山噴火模擬実験富士山が噴火したときの行動を考えよう！」勝山小学校 5 年生（勝山小学校）
2019 年 7 月 4 日
　「模擬噴石実験による山小屋の強化策」日本大学文理学部教員及び学生（日本大学文理学部）
2019 年 7 月 10 日
　「富士山の火山噴火とその災害：噴火したらあなたはどうしますか？」富士宮・富士市民（富士宮市役所）
2019 年 7 月 20 日
　「火山噴火と災害：活火山とどう向き合うか」御嶽山火山マイスター及び一般市民（長野県木曽町役場三岳
支所）
2019 年 7 月 21 日
　「御嶽山フィールドワーク」御嶽山火山マイスター及び一般市民（御嶽山 7 合目）
2019 年 8 月 2 日
　「富士山の火山噴火とその災害：富士山巡検、グループワーク」山梨県新任職員（山梨県富士山科学研究所
及び富士山）
2019 年 8 月 3 日
　「富士山の火山噴火とその災害」東京大学理学部学生（山梨県富士山科学研究所）
2019 年 8 月 12 日
　「御中道巡検」山の日環境教育プログラム参加者（富士山 5 合目 , 御中道 , 御庭 , 奥庭）
2019 年 10 月 3 日
　「駒ヶ岳噴火の堆積物」北海道鹿部小学校 6 年生（駒ヶ岳噴火痕跡地）
2019 年 10 月 3 日
　「駒ヶ岳の噴火と歴史」北海道鹿部小学校 5 年生（北海道鹿部小学校）
2019 年 10 月 3 日
　「北海道駒ヶ岳の噴火とその災害」北海道鹿部中学校教諭（北海道鹿部中学校）
2019 年 10 月 21 日
　「富士山学：火山としての富士山 1 −富士山が置かれた地球科学的環境」山梨大学学生（山梨大学）
2019 年 10 月 22 日
　「自然と生命Ⅳ：（4）噴火の予測」都留文科大学学生（都留文科大学）
2019 年 10 月 28 日
　「富士山学：火山としての富士山 2 −火山防災」山梨大学学生（山梨大学）
2019 年 10 月 29 日
　「自然と生命Ⅳ：（5）火山としての富士山」都留文科大学学生（都留文科大学）
2019 年 10 月 29 日
　「富士山の災害」富士山世界遺産国民会議評議員（富士山世界遺産国民会議虎ノ門オフィス）
2019 年 11 月 2 日
　「富士山の火山噴火とその災害」茅ヶ崎市堤上下自主防災会役員（山梨県富士山科学研究所）
2019 年 11 月 5 日
　「富士山噴火模擬実験：富士山が噴火したときの行動を考えよう！」勝山小学校 6 年生及び保護者（勝山小
学校）
2019 年 11 月 18 日
　「火山としての富士山」富士吉田市内企業経営者（富士急ハイランドリゾートホテル）
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2019 年 11 月 21 日
　「富士山が噴火したらどうする？−火山災害と防災教育−」南都留地区教員（南都留教育会館）
2019 年 12 月 7 日
　「富士山の噴火にどう備える？」健康科学大学学生（健康科学大学）
2019 年 12 月 10 日
　「自然と生命Ⅳ：（11）火山としての富士山 2」都留文科大学学生（都留文科大学）
2019 年 12 月 17 日
　「自然と生命Ⅳ：（12）火山災害」都留文科大学学生（都留文科大学）
2020 年 1 月 14 日
　「自然と生命Ⅳ：（13）噴火の予測」都留文科大学学生（都留文科大学）
2020 年 1 月 21 日
　「自然と生命Ⅳ：（14）火山災害の軽減」都留文科大学学生（都留文科大学）
〇石峯　康浩
2019 年 7 月 14 日
　「令和元年度第 1 回中部ブロック災害派遣医療チーム（DMAT）技能維持研修講義 9「富士山噴火時の留意
点」」災害派遣医療チーム（ジット甲府）
2019 年 7 月 25 日
　「火山実験プログラム案「実験で学ぼう火山の仕組み」」市川中学校（山梨県富士山科学研究所）
2019 年 7 月 31 日
　「火山噴火の仕組み」江東区教員（山梨県富士山科学研究所）
2019 年 9 月 11 日
　「富士山噴火と防災」ひばりヶ丘高等学校（ひばりヶ丘高等学校）
〇本多　亮
2019 年 6 月 8 日
　「雁の穴見学会」NPO 法人 , 自治体防災担当職員ほか（雁の穴火口周辺）
2019 年 6 月 8 日
　「富士山火山雁ノ穴火口見学会」NPO 法人富士山ふるさと研究会会員及び一般市民（雁の穴火口）
2019 年 7 月 4 日
　「日本大学理工学部セミナー：第 5 回火山・地震（木曜セミナー）」日本大学理工学部スタッフ及び学生（日
大理工学部）
2019 年 8 月 2 日
　「山梨県新任職員研修」山梨県（山梨県富士山科学研究所及び奥庭火口周辺）
2019 年 8 月 3 日
　「地球物理演習」東京大学学生（山梨県富士山科学研究所及び富士山北麓周辺）
2019 年 10 月 1 日
　「自然と生命Ⅳ：（1）オリエンテーション」都留文科大学学生（都留文科大学）




2019 年 10 月 8 日
　「東大地震研特定共同研究（B）『重力・測地観測技術の高度化に基づく地殻の流体移動及び非弾性応答の
研究』2019 年度研究集会」共同利用研究メンバー（宮城県蔵王町）
2019 年 11 月 5 日
　「自然と生命Ⅳ：（6）地震発生のメカニズム」都留文科大学学生（都留文科大学）
2019 年 11 月 6 日
　「富士山学：富士山の噴火予測」山梨大学学生（山梨大学）
2019 年 11 月 10 日
　「防災セミナー」横浜市磯子区消防団（山梨県富士山科学研究所）
2019 年 11 月 12 日
　「自然と生命Ⅳ：（7）地震の種類と震源」都留文科大学学生（都留文科大学）
2019 年 11 月 19 日
　「自然と生命Ⅳ：（8）地震の規模と日本の震源の特徴」都留文科大学学生（都留文科大学）
2019 年 11 月 26 日
　「自然と生命Ⅳ：（9）地震による災害」都留文科大学学生（都留文科大学）
2019 年 11 月 29 日
　「国際ワークショップ野外巡検」外国人招聘研究者（伊豆ジオパーク）
2019 年 12 月 3 日
　「自然と生命Ⅳ：（10）地震予知と防災」都留文科大学学生（都留文科大学）
2020 年 2 月 7 日
　「JICA 草の根事業現地ワークショップ」インドネシア小学校教員及び小学生（インドネシア）
2020 年 2 月 8 日
　「JICA 草の根事業現地ワークショップ」インドネシア小学校教員及び小学生（インドネシア）




2019 年 4 月 9 日
　「自然と生命 V：（1）オリエンテーション」都留文科大学学生（都留文科大学）
2019 年 4 月 16 日
　「自然と生命 V：（2）太陽系と地球の誕生」都留文科大学学生（都留文科大学）
2019 年 4 月 23 日
　「自然と生命 V：（3）大陸の進化と生命の誕生」都留文科大学学生（都留文科大学）
2019 年 5 月 7 日
　「自然と生命 V：（4）光合成の始まりと地球環境の進化」都留文科大学学生（都留文科大学）
2019 年 5 月 14 日
　「自然と生命 V：（5）古生代の生物進化と大量絶滅」都留文科大学学生（都留文科大学）
2019 年 5 月 21 日
　「自然と生命 V：（6）中生代の生物進化」都留文科大学学生（都留文科大学）
2019 年 5 月 28 日
　「自然と生命 V：（7）隕石衝突と恐竜の絶滅」都留文科大学学生（都留文科大学）
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2019 年 7 月 4 日
　「富士五湖堆積物の化合物レベル放射性炭素年代法による富士山の噴火年代推定」日大文理学部教職員及び
学生（日大文理学部）
2019 年 9 月 9 日
　「UTokyo-ANU 国際研修 II：富士山の噴火史について」東京大学及びオーストラリア国立大学学生（山梨
県富士山科学研究所）
2019 年 9 月 10 日
　「UTokyo-ANU 国際研修 II：富士山の噴火史について」東京大学及びオーストラリア国立大学学生（富士
山周辺）
2019 年 9 月 11 日
　「UTokyo-ANU 国際研修 II：富士山の噴火史について」東京大学及びオーストラリア国立大学学生（富士
山周辺）
2019 年 9 月 20 日
　「富士山と環境：地球環境変動」健康科学大学学生（健康科学大学）
2019 年 11 月 25 日
　「富士山学：富士五湖の環境」山梨大学学生（山梨大学）
2019 年 12 月 11 日
　「富士山学：校外学習」山梨県立吉田高等学校 2 年生（山梨県富士山科学研究所）




2019 年 5 月 13 日
　「富士山・八ヶ岳：火山と湧水・地下水」早稲田大学高等学院（山梨県富士山科学研究所）
2019 年 6 月 4 日
　「自然と生命 V：（8）新生代の生物と人類の進化」都留文科大学学生（都留文科大学）
2019 年 6 月 8 日
　「自然探求（地学分野）：理科野外実習Ⅳ」都留文科大学（都留文科大学）
2019 年 6 月 11 日
　「自然と生命 V：（9）第四紀（人類紀）気候変動」都留文科大学学生（都留文科大学）
2019 年 6 月 18 日
　「自然と生命 V：（10）生命を支える地球の水」都留文科大学学生（都留文科大学）
2019 年 6 月 20 日
　「富士山噴火の被害想定と対策について」関東鹿栄会山梨地区会（フルーツパーク富士屋ホテル）
2019 年 6 月 25 日
　「自然と生命 V：（11）さまざまな水質とその起源」都留文科大学学生（都留文科大学）
2019 年 7 月 2 日
　「自然と生命 V：（12）地球温暖化と影響」都留文科大学学生（都留文科大学）
2019 年 7 月 7 日
　「富士山の噴火と災害と防災について」富士市久沢北区自主防災会（山梨県富士山科学研究所）
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2019 年 7 月 9 日
　「自然と生命 V：（13）地球温暖化とその対策」都留文科大学学生（都留文科大学）
2019 年 7 月 9 日
　「火山噴火と防災」南都留地区学校運営研究会（南都留教育会館）
2019 年 7 月 16 日
　「自然と生命 V：（14）自然環境の保全−水質と水資源の管理」都留文科大学学生（都留文科大学）
2019 年 7 月 18 日
　「富士山と火山防災について」FCA（富士通系情報処理サービス業グループ）（ハイランドリゾートホテル
＆スパ）
2019 年 7 月 20 日
　「自然探求（地学分野）：理科野外実習Ⅳ」都留文科大学（富士山五合目）
2019 年 9 月 24 日
　「笛吹市の火山：笛吹市に起こりうる火山災害と防災」笛吹市教育委員会生涯学習課（山梨県富士山科学研
究所）
2019 年 10 月 24 日
　「富士山の水と自然」小金井市公民館東分館（山梨県富士山科学研究所）
2020 年 11 月 11 日
　「富士山学：富士山の水」山梨大学学生（山梨大学）
2019 年 11 月 16 日
　「富士山：火山と水」放送大学（放送大学山梨学習センター）
2019 年 11 月 17 日
　「富士山：火山と水」放送大学（放送大学山梨学習センター）
2019 年 11 月 19 日
　「富士山の火山噴火とその災害」甲府地方検察庁（甲府地方検察庁）
2019 年 11 月 22 日
　「富士山と環境：火山噴火のめぐみとしての富士山と周辺環境」健康科学大学学生（健康科学大学）
〇馬場　章
2019 年 10 月 2 日
　「大地のつくりと変化」大石小学校（大石小学校）
2019 年 10 月 16 日
　「富士山・宝永噴火について」富士山ネイチャーツアーズ（富士宮 5 合目）



























 4 月   591（    4）
  5 月 1574（  18）
  6 月 1800（  21）
  7 月 1660（  27）
  8 月   386（    5）
  9 月 1796（  27）
10 月 1343（  20）
11 月   377（  11）
12 月     53（    1）
  1 月       0（    0）
  2 月       0（    0）




























種　別 件　数 利用者数 備　考
小学校 39 1369 名 ※中止 1 校     7 名
中学校  1     76 名 ※中止 1 校 122 名
高校  1     54 名 ※中止 1 校   30 名
教職員・一般  2     54 名
合計 43 1553 名
　近隣の小学校を中心に 43 団体に学習支援を実施した。諸事情により 3 団体、159 名の利用が中止となっ
























容は、富士山科学講座（6 講座）、森のガイドウォーク（1 講座）、研究成果発表会（1 講座）、富士山自然ガ
イド・スキルアップセミナー（2 講座）の、全 10 講座を設定した。台風や新型コロナウィルス感染拡大の影













の参加）、演習講座（10 分及び 50 分のガイドプログ










































 5 19 とり   24   17
  6 16 雨   22   20
  7   7 夏の外遊び  24   20
  8 18 かくれんぼ  24   20
  9   8 あきのおはなし  18   14
10 20 あきのおはなし  16   22
12 15 もりのクリスマスかい  33   42













　土日祝日を中心に、春 16 日間、夏 39 日間、秋 21
日間の計 75 日間開催し、各日とも 1 日 5 回（午前 2
回、午後 3 回）実施した。（台風のため秋期間に 3 日
間の閉館があったため、実質は 72 日間だった。）春










　期日：2019 年 6 月 29 日、12 月 7 日






















































































































































　新型コロナウィルス感染拡大防止のため、2 月 29 日より臨時休館と
なったことで、予定よりも短い展示期間となった。











洋 書 516 冊　　　
児 童 書 4760 冊　　　
参 考 図 書 2083 冊　　　
行 政 図 書 605 冊　　　
富士山関係 846 冊　　　
合 計 23464 冊　　　
映　像
資　料
ビ デ オ 584 点　　　
D V D 265 点　　　
CD-ROM 336 点　　　
合 計 1185 点　　　
逐　次
刊行物 総タイトル数 754 タイトル







個 人 利 用 人　数 5668 人
団 体 利 用 人　数 1652 人











図 書 団 体 貸 出
件　数 11 件
冊　数 268 冊
特 別 貸 出
件　数 0 件
冊　数 0 冊
ビ デ オ 視 聴
人　数 3 人
本　 2 本
D V D 視 聴
人　数 143 人
本　数 18 枚







数が 4 台から 2 台になった。
（3）− 2　環境情報センター情報紙・メールマガジン「けんまるび」
　より多くの県民にセンターを知ってもらい、利用者増加を図るため平成 20 年 11 月から「環境情報センター
だより」を発行し、情報を発信してきた。また、平成 21 年度からは外部サイト「やまなしくらしねっと」の
メールマガジン配信機能を利用し、「環境情報センターメールマガジン」を毎月 2 回発行してきた。










　平成 26 年度の研究所改組に伴い設置されたホームページにおいて、平成 31 年度からの新体制や研究課題
等の更新、各種事業・イベントの告知をタイムリーに更新した。また、環境情報センターと教育に関するペー
ジへのリンクの更新などを行った。
























































　各種報道機関からの取材に応じ、74 件（新聞 40 件、テレビ 21 件、ラジオ 2 件、その他 11 件）に対応し
94
た。また、一般の方からの質問も含め 16 件の富士山相談に対応した。
3 － 2－ 2　交流事業
1　出張講義事業












①『火山』4 月 13 日（土）13：30 〜 15：00
　「火山としての富士山、その特異性」
　　講師：吉本　充宏　主幹研究員（研究部火山防災科）
②『水／湖』5 月 11 日（土）13：30 〜 15：00
　「富士五湖の成り立ちと水の起源」
　　講師：山本　真也　研究員（研究部火山防災科）










































































































講演 5　「ハワイ・キラウエア火山 2018 年噴火：噴火時に何が起こり、どう対応したか？」
　James Kauahikaua（アメリカ地質調査所　ハワイ火山観測所）


















　4 月から 11 月に開催される富士山科学講座と 12 月から 3 月に開催される富士山自然ガイド・スキルアッ
プセミナーをとおして聴講することで、1 年を通じて広く富士山に関連した知見について学べる機会となる
ように企画している。本年度は、これまでのアンケート調査から要望のあった「菌類」に関するテーマ（参
加者 57 名）や、富士山にも見られる亜高山帯に生育する植物の「冬越し戦略」（参加者 72 名）、富士山に特
98
徴的な「雪代」（参加者 69 名）などを取り上げ、より幅広い知識が得られるセミナーになることを目指した。
また、3 月開催予定の 4 回目では、山梨県世界遺産センターの調査研究スタッフの方に文化的な内容の講義
を御願いしていたが、新型コロナウィルス感染拡大防止のためやむなく中止とした。
① 2019 年 12 月 7 日（土）13：30 〜 16：00
　「菌類−ミクロ世界とマクロ世界をつなぐ生き物−」
　　講師：柴田　尚（山梨県森林総合研究所）
② 2020 年 1 月 11 日（土）13：30 〜 16：00
　「冬の植物における「凍る」と「凍らない」
　　講師：種子田　春彦（東京大学大学院理学研究科）
③ 2020 年 2 月 8 日（土）13：30 〜 16：00
　「富士山で発生する雪崩、雪代（ゆきしろ）」
　　講師：上石　勲（防災科学技術研究所　雪氷防災部門）


































































































　　臨 時 職 員 坂　本　怜央奈（〜 6月）









　　臨 時 職 員 秋　山　日香里
　　臨 時 職 員 藤　間　由　起
















　　臨 時 職 員 勝　俣　英　里








　　臨 時 職 員 矢　野　安　曇










　　臨 時 職 員 笠　井　明　穂




































































平成 3年 11 月
　「環境科学研究所検討委員会」の設置










































 地下 1 階地上 3 階
2,500.631㎡
研 究 棟 鉄筋コンクリート造り 地下 1 階地上 2 階 3,429.005㎡
管 理 棟 コンクリートブロック 造り地上 1 階 98.280㎡
附 属 棟 コンクリートブロック 造り地上 1 階 171.277㎡
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